
令和6年度　施策評価シート（令和5年度実績） 施策番号 2

施策担当課

関係課

■施策のKPI

単位 R4 R5 R6

% 55.1 54.7

g 902.0 870.0

g 754.0 727.0

■KPIの推移に関する要因分析・評価、達成に向けて今後取り組む事項（施策担当課・関係課） 参考：事務事業の重点指標達成率の推移

■行政評価内部評価委員会の意見 （前年度） （今年度）

■行政評価外部評価委員会の意見 （前年度） （今年度）

行政評価内部評価委員会の意見はおおむね妥当と認める。 行政評価内部評価委員会の意見はおおむね妥当と認める。

 昨年度は、部署を横断した「ゼロカーボンシティ推進チーム」を設置し、脱炭素事業を検討し、一部次年度の予算要求につなげる

ことができた。

 また、エネオス株式会社と包括連携協定を締結し、EVカーシェアを導入し、CO?排出量の削減を図った。

 ごみの減量化については、食品ロスの削減の対策として手前どりなど購入時の意識改革を訴えた。

 再生可能エネルギーの普及については、木質バイオマスについて学ぶため、坂井森林組合の作業現場を見学し、市民に対する啓

発を行った。

 今後は、持続可能な取組をそれぞれの立場で行うことの重要性を周知し、行動につなげたい。

資源回収量増加に向けた取組を検討するとともに、ごみ減量化やリサイクルに関する意識啓発をより一層

強化されたい。また、ゼロカーボンシティあわらの実現に向けた施策の検討を進められたい。

今後も引き続き、ゼロカーボンシティあわらの実現に向けて取り組み、広報についても検討されたい。。

また、各取組によるCO2削減量が数字で示せるよう検討されたい。

 市民１人１日当たりの家庭ごみ排出量（↓） 756.0 700.0

 市民１人１日当たりのごみ排出量（↓） 947.0 850.0

施策の目的

各種啓発活動を通して、ごみ減量化とリサイクルを推進するとともに、自然エネルギーの普及と環境に優しいライフスタイルの実現に取り組むこと等により持続可能な循環型社会の実現

を目指す。

KPI R3 R7 目標

施策の分野 action1（環境） 基本施策名 循環型社会の構築
 生活環境課

 ごみ減量化や資源リサイクルが進んでいると考える市民の割合 56.5 75.0
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■施策を構成する主な事務事業

方向 単位 R3 R4 R5

実績 756.0 754.0 727.0

達成率 92.6% 92.8% 96.3%

実績 7.0 3.0 4.0

達成率 140.0% 60.0% 80.0%

実績 18,069.0 18,455.0 19,794.0

達成率 - - -

実績 8,827.0 8,302.0 7,966.0

達成率 102.0% 108.4% 113.0%

実績 2,983.0 2,613.0 2,588.0

達成率 137.4% 156.9% 158.4%

実績 1.0 1.0 2.0

達成率 50.0% 50.0% 100.0%

実績 39.0 42.0 43.0

達成率 78.0% 84.0% 86.0%

実績 855.0 821.0 792.0

達成率 74.3% 71.4% 68.9%
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8 ５Ｒの推進 76 資源回収量（登録団体実施分） ↑ t
1,150.0

生活環境課

7 環境負荷の低減 73 グリーンカーテンの普及 ↑ 件
50.0

生活環境課

6
再生可能エネルギーの普及と有

効活用
73 施設見学会の開催 ↑ 回

2.0
生活環境課

5 し尿・汚泥の適正な処理 74 し尿処理量 ↓ t
4,100.0

生活環境課

4 ごみの共同処理 76 一般廃棄物の焼却量 ↓ t
9,000.0

生活環境課

3 ごみの収集運搬 75 一般廃棄物のtあたり収集運搬コスト → 円
17,000.0

生活環境課

700.0
生活環境課

2 ごみ減量化意識の啓発 ー
イベントでの出前講座や啓発物展示の

実施
↑ 回

1 ごみ減量化の推進 75 家庭ごみ一人当たりごみ排出量 ↓ g

5.0
生活環境課
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